
国際アンデルセン賞をはじめ、国際的な賞に日本の作
家や画家や作品を推薦しています。

ブックリスト「Japanese Children’s Books」やイ
タリアのボローニャ・チルドレンズ・ブックフェア等
で日本の子どもの本を海外に発信。

隣の国どうし、テーマを決めておすすめの本を紹介し
あう日中韓共同プロジェクトも毎年実施。

IBBY が発信する世界各地の情報を日本に伝え、日本
からも世界に情報を届けています。

国際子どもの本の日に合わせて、子どもも大人も楽し
める子どもの本の日フェスティバルを開催していま
す。

会員が集って展覧会を見に行ったり、オンラインでお
しゃべりを楽しんだり、会員交流の場があります。

 入会金　　一律　　　　　 	 2,000 円
 年会費　　個人会員　　　	 15,000 円
　　　　　 法人会員	 ひと口 60,000 円	（ひと口以上）
　　　　　 賛助会員	 ひと口 50,000 円	（ひと口以上）
　　　　賛助会員は法人のみで、議決権を持たず、支援を目的とします。

	◎ 個人会員に入会をご希望の方は、 
専用フォームからお申し込みください。 
https://bit.ly/4eQ3m2O

	◎ 専用フォームへのアクセスがむずかしい方、
法人会員・賛助会員にお申し込みの方は、メールかお電話で 
ご連絡ください。お問い合わせもお気軽にどうぞ。

▶ メールアドレス：info@jbby.org 
▶ 電話：03-6273-7703

　一般社団法人日本国際児童図書評議会（通称 JBBY=
ジェイビービーワイ）は、IBBY (International Board 
on Books for Young People / 国際児童図書評議会）
の日本支部として 1974 年に設立されました。

　IBBY は、戦後の荒廃した時代に、ドイツ生まれの
ユダヤ人ジャーナリスト、イエラ・レップマンによっ
て 1953 年に設立された 85 の国や地域が加盟する世
界的組織です。

　JBBY は「子どもの本を通して国際理解を」「戦争の
ない平和な世界を子どもたちに」というレップマンの
理念に賛同し、世界と日本をつないでいます。

　子どもと子どもの本のために今何が大切かを念頭
に、日本国内でも JBBY ならではの活動を展開してい
ます。

IBBY 主催の世界大会、アジア・パシフィック地域大
会への参加を呼びかけています。

子どもの本の専門家である会員が選んだ年度版ブック
リスト「おすすめ！ 日本と世界の子どもの本」など、
各種ブックリストを作成しています。

IBBY に加盟する世界各国の推薦作品を集めた世界の
子どもの本展、IBBY が選んだ世界のバリアフリー児
童図書展セットを貸し出し、巡回展示をしています。

JBBYが国際的な賞に推薦した作家にJBBY賞を贈り、
国内での活躍を後押ししています。

会 報「Book & Bread」 で JBBY の 活 動 や IBBY の
ニュース、会員の近況などを伝えています。

イタリア・ボローニャ国際絵本原画展の国内巡回を主
催しています。

世界の子どもの本講座、子どもの本の翻訳フォーラム
など、講演会やイベントを開催しています。

児童書編集者のスキルアップとネットワークづくりを
目指して新・編集者講座を開いています。

ノンフィクションの子どもの本を考える会など、会員
主体の勉強会もあります。

世界と

会員は作家さんも多いですが、 みなさん気さくです。 本を手渡す
人も入会できることをもっと知ってもらえたらと思います。 なにより会
員になることで、 子どもたちを支える活動に貢献できます。（図書
館員 Ｍ ・Ｉ）

展示会で世界じゅうの子どもの本を見られるのは貴重だなと思って
います。 オンラインでの講座も、 そのあとに懇親会があったりして、
親しみやすい感じがしています。（翻訳家 Ｍ ・Ｙ）

希望プロジェクトで、困難な状況にある子どもたちを
本によって支援しています。

本に出会うチャンスが少なかった子どもや若い人にす
すめる本を集めたブックリスト「あしたの本だな」を
作成し、少年院や少年鑑別所などに本を届けています。

絵本が好きで入会しました。 情報を逃さずに得られてありがたいで
す。 どうしたら戦争がなくなるかなど、 社会的テーマを考える機会
もいただいています。（子どもの本愛好家 Y・T）

もともと世界の子どもの本に興味があって講座などに参加していた
ところを、 誘われて入会しました。 会員の自主活動などでいろいろ
な人と交流できるのが楽しいです。（作家 Ｍ ・Ｙ）


